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「一事 行　所

牒墾遠竺郡轡町役墾
発行人　西　尾　　司
責任者　大　貝　寿　丸

編集人　今　井　久　之

印　刷　所

冷牟田印刷合資会社

6
月
の
行
事
と
歴
史

1
日
　
鮎
評
禁
、
気
象
記
念
日
、
環
波

の
日

3
日
　
ベ
ル
リ
、
浦
智
に
入
港
（
一
八

五
三
年
）

4
日
　
歯
衛
生
デ
ー

5
日
　
東
京
天
文
台
設
臆
さ
る
（
一
八

八
八
年
）

7
日
　
計
呈
記
念
日

1
ｎ
Ｕ
日
　
時
の
記
念
日

日
日
ユ
ネ
ス
コ
、
日
本
加
盟
を
承
紺

（
一
九
五
一
年
）

は
日
　
本
居
寮
長
タ
古
事
紀
伝
″
を
完

成
。
一
生
ハ
三
年
に
執
筆
し
て
三
二

年
目
の
今
日
完
成
し
た
と
い
わ
れ
る

柏
日
　
郵
便
配
達
夫
は
明
治
3
3
年
の
こ

の
日
す
ま
ん
じ
ゅ
う
が
さ
せ
を
廃
止

し
た

1
9
日
　
大
化
元
年
（
六
四
五
年
）
わ
が

国
は
じ
め
て
の
年
増
－
大
化
Ｉ
を
た

て
た
。
い
わ
ゆ
る
大
化
の
改
新
が
発

足
し
た

2
3
日
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
、
国
木
田

独
歩
死
す
（
一
九
〇
八
年
）

2
5
日
　
救
ら
い
の
日

2
7
日
　
明
治
3
4
年
、
ペ
ス
ト
園
昔
の

た
め
、
垂
泉
酪
大
医
科
教
室
を
焼
乱

単
独
合
併
は
Ｌ
．
な
い

こ
の
縄
？
1
1
町

公
民
館
が
、

村
岡
県
教
育

団
体
優
勝
は
苫
田
区

都

市

合

併

研

究

特

別

委

委
員
会
か
ら
「
そ
の
節
設
と
運
営
が
優

艮
で
社
会
教
育
の
握
興
に
つ
く
し
た
」

と
い
う
こ
と
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

郡
川
合
併
研
究
特
別
蚕
貝
会
が
第
二
回

定
例
械
会
で
設
直
さ
れ
た
こ
と
を
前
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
五
月
十
一

日
に
第
一
回
の
委
員
会
が
も
た
れ
ま
し

た
。
一

こ
の
日
の
委
風
会
で
は
、
今
後
都
坤
合

併
を
研
究
し
て
い
く
上
で
の
基
本
的
な

方
向
を
い
ろ
い
ろ
話
し
合
っ
て
次
の
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
も

の
郡
内
の
二
町
二
村
が
足
な
み
を
そ
ろ

え
て
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
早
急
に
連
絡
会
請
を
開
ら
く
こ
と

を
呼
び
か
け
る
。

⑧
ま
た
、
耶
四
全
体
の
研
究
と
は
別
に

町
独
自
の
豆
場
か
ら
合
併
の
利
害
関

係
を
研
兜
し
て
い
く
。

⑧
洞
単
二
庸
（
八
幡
顛
若
松
市
、
戸

畑
市
）
や
五
市
合
併
（
洞
坦
二
市
と

門
司
巾
、
小
愈
市
）
の
気
運
に
対
処

し
て
い
く
。
単
独
、
依
存
合
併
は
絶

対
に
し
な
い
。

な
お
、
同
額
良
会
の
巾
で
「
町
内
各
観

相
体
と
の
こ
ん
談
会
も
早
急
に
も
つ
必

要
が
あ
ろ
つ
」
と
の
意
見
も
あ
り
、
近

く
こ
ん
誰
会
が
開
催
さ
れ
る
で
し
ょ
う

ま
た
、
今
後
の
あ
り
方
と
し
て
、
都
市

合
併
の
研
究
は
現
在
あ
る
講
会
の
特
別

研
究
委
艮
会
だ
け
で
は
限
ら
れ
た
枠
内

に
と
ど
ま
る
の
で
、
町
執
行
部
に
お
い

て
も
、
合
併
審
商
会
等
の
設
置
を
し
て

き

　

っ

　

そ

　

く

い
た
だ
く
よ
う
望
州
し
、
執
行
部
と
も

ど
も
こ
の
沌
火
な
開
城
を
研
究
険
討
し

て
い
き
た
い
と
、
栗
川
特
別
委
員
長
は

私
見
を
の
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

郡
内
に
も
連
絡
協
を
設
立

輝やく「明るい社会賞」

片山区の三浦政勝さん

片山区月見町の三浦政勝さん（38）がヤマの犯

卸をなくした功労者として「朝日、明るい社

会寅」の一人に選らばれました。この賞は、

長年黙々と社会のために善行、篤行を積んだ

人々と団体を選ぶものです。本年度は第2回

で、全国から201の推せんがあったそうで、

この中から利口新聞社が審査して8人と3団

体を選びました。受賞者には間朴から賞牌と

刷賞5万円が贈られました。

【写蕪は気の合った人と作った防犯映画の映

写会、＜即が三浦さ舟、提供は片山区防犯

蚕広報部】

五
月
二
十
日
、
郡
内
各
町
村
那
市
合
併

研
究
特
別
委
員
会
（
議
会
）
の
代
表
者

会
譲
が
も
た
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
「

各
町
村
の
名
称
を
郡
市
合
併
研
究
特
別

委
員
会
に
統
一
す
る
。
金
満
の
名
称
を

都
市
合
併
連
絡
協
積
金
（
仮
称
）
と
し

て
、
今
後
と
も
二
町
二
村
の
辿
け
い
を

緊
衛
に
と
り
研
究
し
て
い
く
。
単
独
合

併
は
絶
体
に
し
な
い
。
北
九
州
綜
合
開

発
に
の
り
お
く
れ
な
い
よ
う
に
、
五
市

合
併
、
三
市
合
併
を
目
礫
と
し
て
退
随

的
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
北
九
開
発

の
一
環
と
し
て
対
処
し
て
い
く
」
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
な
お
、
六
月
中
旬
頃

に
当
町
で
当
特
別
委
の
郡
内
合
同
委
員

会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

水巻駅の設置が決まる
前
号
で
水
巻
駅
設
置
の
見

通
し
が
明
る
く
、
希
望
が

も
て
そ
う
だ
と
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
四
月
二
八

日
「
水
巻
駅
設
置
の
件
、

本
日
決
定
し
た
」
と
の
朗

報
を
受
信
し
ま
し
た
。

国
鉄
の
予
定
で
は
、
来
年

九
月
こ
ろ
か
ら
当
駅
に
待

望
の
凰
卓
が
通
る
こ
と
に

な
る
よ
う
で
、
近
く
門
鉄

局
か
ら
駅
の
設
計
調
査
に

く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

町

五
月
八
日
、
頃
末
小
学
校
で
町
内
の
西

日
木
南
道
連
盟
競
賓
大
会
が
開
ら
か
れ

ま
し
た
。
出
品
作
晶
は
四
〇
四
点
で
審

査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

昔
は
「
う
ら
の
子
供
に
い
ら
ぬ
世
話
」

今
は
「
う
ち

三
浦
さ
ん
が
、
防
犯
委
員
会
を
設
親
し

よ
う
と
し
た
動
機
は
、
片
山
区
域
内
で

の
習
少
年
の
不
良
化
を
「
何
ん
と
か
で

き
な
い
も
の
か
」
と
同
区
駐
在
所
の
巡

査
と
話
し
合
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ

こ
で
、
子
供
の
善
導
を
規
た
ち
に
呼
び

か
け
た
が
「
う
ち
の
子
供
に
い
ら
ぬ
世

話
」
と
は
ね
ら
れ
た
。
し
か
し
二
二
滴

さ
ん
は
こ
れ
に
く
じ
け
ず
、
気
の
合
っ

た
人
と
防
犯
映
画
を
つ
く
る
こ
と
を
老

え
た
。
そ
し
て
押
し
売
り
の
撃
退
方

法
、
子
ど
も
の
苔
導
万
頃
正
し
い
交
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事
業
所
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

6
月
1
日
を
期
し
て
全
国
一
斉
に
革
某

所
統
計
調
査
が
始
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
刑
責
は
、
靡
林
水
産
業
を
除
い
た

商
業
、
工
業
、
金
融
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
の
事
業
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
す

べ
て
の
事
業
所
の
名
称
や
経
営
組
織
、

従
業
員
数
、
事
業
の
内
贅
な
ど
を
調
べ

て
産
業
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
の
、
わ
が
国
の
最
も
重
要
な
統
計

調
査
で
す
。

こ
の
調
査
に
は
柚
挙
か
ら
任
命
さ
れ
た

調
査
員
が
あ
な
た
の
事
業
所
に
出
向
い

て
調
査
事
項
を
お
車
ね
し
て
調
杏
を
い

た
し
ま
す
。

こ
の
調
査
で
作
成
さ
れ
た
調
査
票
は
、

統
計
作
成
の
た
め
に
の
み
用
い
ら
れ
る

も
の
で
、
税
金
に
は
憲
く
関
係
あ
り
ま

せ
ん
の
で
安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま
を
岬

生
＝
さ
れ
ま
す
よ
う
お
強
い
し
ま
す
。

の
　
子
供
　
の
善
導
を
」

過
方
法
、
そ
の
他
犯
罪
の
予
防
法
な
ど

を
、
仲
間
た
ち
と
自
作
自
演
の
映
国
を

つ
く
り
上
映
し
た
。
こ
れ
が
地
区
の
人

た
ち
に
受
け
、
全
員
無
条
件
で
観
成
。

三
十
三
年
五
月
に
防
犯
委
員
会
が
発
足

し
た
わ
け
で
す
。

そ
し
て
今
日
ま
で
、
不
就
学
児
超
、
素

行
不
艮
者
の
補
導
に
、
ま
た
は
地
区
内

の
犯
罪
の
撲
滅
に
走
り
廻
っ
た
成
果
が

実
り
、
片
山
地
区
で
は
去
年
一
年
間
つ

い
に
犯
罪
ら
し
い
も
の
が
一
度
も
起
ら

な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
成
果
と
今
ま
で

の
活
動
の
中
か
ら
三
浦
さ
ん
は
「
今
で

は
ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
に
見
え
ま
す

子
供
に
関
す
る
こ
と
は
姿
員
会
に
と
い

う
ふ
う
に
。
今
後
は
専
門
的
な
分
野
を

つ
く
っ
て
も
っ
と
挫
く
研
究
し
た
い
。

今
度
の
受
賞
は
私
一
人
で
は
な
く
、
本

当
は
地
区
全
体
の
人
が
も
ら
う
の
が
本

当
で
す
よ
」
と
ひ
か
え
め
に
い
う
。

内
　
親
　
書
　
大
　
会

▽
団
体
△

①
吉
田
区
　
⑧
讃
田
ノ
二
　
③
梅
木
区

▽
個
人
△

（
特
選
）
小
学
生
の
郡

一
年
　
石
本
　
京
子
（
鯉
口
区
）

二
年
　
小
柳
　
慣
子
（
吉
田
二
）

三
年
　
相
島
ひ
ろ
子
（
岩
田
墜

四
年
内
田
　
直
俊
（
吉
田
二
）
　
一

五
年
小
野
田
徴
行
（
三
ツ
頭
）
　
一

六
年
膵
崎
　
勝
（
書
聖
）
　
一

（
特
彗
中
学
生
の
郡
　
　
　
一

一
年
内
田
圭
子
（
雷
二
）
　
一

二
年
山
口
三
生
（
斉
田
区
）
　
一

三
年
　
該
当
作
品
な
し
　
　
　
　
．

．

【
写
真
は
、
西
日
本
密
通
学
会
か
ら
贈
一

ら
れ
た
優
勝
旗
を
囲
ん
だ
膏
Ｅ
区
チ
ー
…．

ム
、
吉
田
区
分
脂
提
供
】
　
　
　
　
　
‖

－

＿

＿

－

．
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．

．
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．
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．
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＿

°

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

武
居
兼
姫
さ
ん
（
頃
末
）
か
ら
、
亡
父

友
平
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
町
民

会
館
ホ
ー
ル
和
室
用
に
大
罪
板
二
台
の

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

河
川
を
か
わ
い
が
っ
て
一

．

下
さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
日

．．

毎
年
や
っ
て
く
る
雨
期
や
台
風
期
に
、
一

釈
ろ
し
い
水
害
を
く
り
か
え
さ
な
い
よ
…．

う
に
温
水
期
に
視
旧
工
翠
を
急
い
で
い
‥

ま

す

。

　

　

　

　

　

　

　

　

．

私
た
ち
も
次
の
よ
う
な
こ
と
は
公
衆
遭
一

徳
と
し
て
守
る
碁
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。
一

☆
河
川
敷
を
許
可
を
受
け
ず
に
耕
し
て
一

野
菜
な
ど
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
。
　
‖

☆
河
川
敷
に
み
だ
り
に
家
畜
相
を
放
さ
　
‖

．

な
い
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
‖－

☆
土
、
石
、
こ
み
な
ど
を
河
川
に
捨
て
　
‖

．

な
い
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｈ

☆
堤
防
に
坑
木
を
打
ち
こ
ま
な
い
こ
と
一

腸チフスパラチフスの予防接種
あなたやあなたにとって何ものにもかえ　　昭和引年4月1日から昭和32年5月引
がたいお子さんを、恐ろしい伝染病から　　　日までに生れた人と、今まで1回もう

まもるために、もれなく予防横領をうげ．けたことがない人
て下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧1回注：射をする人
▼書亥当する人　　　　　　　　　　　　　　　　　満4才以上60才までの人全部（学生は
①3回注射をしなければならない人　　　　学校でします）

▼料　金

①3回うける人は20円

（勤1回うける人は10円

▼実施する日時と場所

（91回うける人は次の日

糟のどれかにいって下

さい。

⑧母子手帳を持ってきて

下さい。

‘．回ｉＪ「二回臼間　ト1日目ニｊ

Ｊ3時二嬰時
9時半～12時
‾万両蔓や暗
夕蝉単二些唾
Ｊ3時～15時

9時単三元癖
9時半～16時
郭時平＝元疇

所

猪熊駐在員宅
樋口公民分館
＿貴賓公民分嘩＿
机　駐在居宅
二　公民分館

三∈三重戻脊紆‾
青垣二分民分館
吉田二楠本医院

場別　館

こ
の
試
験
は
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
2
5
年
法
律
第
二
六
一

号
）
第
十
八
条
窮
一
項
の
規
定
に
よ
る
水
巻
町
職
員
の
採

用
試
験
で
す
。

一
、
採
用
予
定
人
見
一
般
事
務
職
員
　
若
干
名

二
、
受
験
資
格

－
男
女
学
監
問
わ
ず
昭
和
射
町
四
月
二
日
か
ら
昭

和
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
で
昭
和
三
十

五
年
五
月
一
日
現
在
以
降
引
き
つ
づ
き
水
巻
町
に
住

所
を
弔
し
て
い
る
者
が
受
験
で
き
ま
す
。

2
次
の
各
号
の
一
つ
に
該
当
す
る
者
は
受
倣
で
き
ま

せ
ん
。

①
日
本
の
国
籍
を
弔
し
な
い
老

⑧
禁
治
産
者
お
よ
び
準
禁
治
産
者

ー
第
一
次
試
験

（
Ｄ
方
　
法
　
①
教
養
試
験
　
公
桝
貝
と
し
て
必
要
な

教
義
に
つ
い
て
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
堂
潮
等
学

校
卒
業
種
度
で
行
い
ま
す
。
⑧
作
文
試
験
　
王
と

し
て
文
車
に
よ
る
表
現
力
に
つ
い
て
誠
験
し
ま
す
。

（
二
）
日
時
、
場
所

昭
和
三
十
五
年
六
月
十
九
日
（
口
曜
日
）
　
午
前
九

時
～
ｉ
Ｅ
午
教
義
試
験
　
午
後
一
時
～
二
時
作
文
試
験

（
場
所
）
受
験
頭
に
指
定
し
た
場
所

（
三
）
第
二
次
試
験
合
格
者
発
表

昭
和
三
十
五
空
ハ
月
二
十
三
日
合
格
者
に
通
知
し
ま
す

3
第
三
次
賦
験

（
一
）
方
法
身
体
倹
杏
職
滞
遂
行
に
必
要
な
髄
膜
度

を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
査
し
ま
す
。

（
二
）
日
時
、
場
所

昭
和
三
十
五
空
ハ
月
二
十
四
日
（
金
曜
日
）
午
前
九
時

水
巻
町
役
場

4
身
上
調
査
　
現
出
讃
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

⑧
禁
射
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ
の
執
行
を
終
る
ま

で
、
ま
た
は
．
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
者

④
水
巻
町
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
当
該

処
分
の
Ｈ
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

⑤
日
本
国
搬
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
日
本
国
穎

法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
棺
を
暴
力
で
破

顔
す
る
こ
と
を
王
戯
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を

牌
成
し
、
ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

三
、
拭
験
の
方
法
、
日
時
、
場
所
、
合
格
者
発
表

（
三
）
第
一
次
試
験
合
格
者
発
表

昭
和
三
十
五
年
ハ
月
幸
一
〓
合
格
者
に
油
如
し
ま
す

2
第
二
次
試
験

（
一
）
方
　
法

口
答
試
問
　
主
と
し
て
個
別
面
捗
に
よ
る
試
験
を
行

い
ま
す
。

（
二
）
日
時
い
場
所

昭
和
三
十
五
空
ハ
月
二
十
二
日
（
水
曜
日
）
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
　
水
巻
町
役
場
．

正
し
い
か
ど
う
か
篭
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

四
、
最
終
合
格
者
の
発
表
　
第
一
次
試
験
、
節
二
次

試
験
第
二
次
試
験
お
よ
び
身
上
調
査
の
紆
栄
に
慕
い
て

愚
終
合
格
者
を
決
定
の
う
え
、
昭
和
三
十
五
年
七
月
上

旬
に
水
巻
町
役
場
掲
示
板
に
掲
示
す
る
は
か
本
人
に
通

知
し
ま
す
。

五
、
受
験
手
続
お
よ
び
受
付
期
間

－
申
込
先
　
水
巻
町
役
場
総
勅
許
駄
新
係

2
提
山
す
る
も
の
　
腰
軽
率
（
白
鍵
の
毛
筆
奮
き
の
こ

と
）
一
過
お
よ
び
住
民
登
錘
脚
本
一
過

3
受
付
期
間
　
昭
和
三
十
五
年
六
月
八
日
か
ら
六
月
十

四
日
ま
で
。
た
だ
し
役
場
勤
覇
時
間
内
に
限
り
ま
す

4
受
験
票
　
受
験
票
は
六
月
十
六
日
ま
で
に
本
人
あ
て

送
付
し
ま
す
。

5
受
験
手
続
上
の
注
意
事
項

（
イ
）
僻
惟
喜
お
よ
び
什
民
青
緑
脚
本
の
提
出
（
受
験

申
し
込
み
）
は
本
人
が
自
ら
出
頭
の
上
行
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

（
ロ
）
こ
の
公
告
の
日
以
前
に
席
歴
賓
を
提
出
し
て
い

る
者
も
改
め
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
従
前
の
履

歴
書
は
無
効
と
し
ま
す
）

（
ハ
）
第
一
次
試
験
の
当
日
写
真
（
縦
‘
Ｕ
㌢
㍍
×
横
4

・
5
㌢
㍍
）
一
部
を
醇
顔
票
に
は
っ
て
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
写
貝
が
な
い
と
受
厳
で
き
ま
せ
ん
。

（
ニ
）
試
験
日
に
出
頭
し
な
い
と
き
は
受
験
資
格
を
放

棄
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

（
ホ
）
こ
の
試
験
の
問
い
合
せ
に
つ
い
て
は
水
巻
町
役

．
場
総
務
課
庶
務
係
で
お
答
え
し
ま
す
。

六
、
合
格
か
ら
採
用
ま
で

ー
飯
終
合
格
者
は
採
用
候
補
著
名
細
に
記
載
さ
れ
そ
の

中
か
ら
株
間
者
を
決
定
し
ま
す
。

2
こ
の
名
稗
は
損
剛
と
し
て
一
年
間
有
効
で
す
。
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昭和35年6月6　日

ト保育所だよ　り　く
せ　今日は私の誕匪Ｅ口が杵ちゃんになって生れた日　′

今日は保育所の誕生会。愛くるしい歓声が傑背所から流れる。
五月晴れのあかるくふりそそぐ光を一すじ一すじ縫っていくよ
うに＝…・保育所ができてからもう2年目。園児釆：ちは睨代りの
傑母さんのもとで欧をうたい、画をかき、意話をきいて明るく
仰び伸びと育っています。
「カリキュラム（保育計困）は年令に応じてやっています。幼
いながらも集団の巾で自分というものを認識させるとともに、

何ものにもかえがたい美しく妻畳んだ階に惜い影をおとさないよ
うに－ということをもととして指導しています」と3人の傑母
さんはいう。園児は現在63人（定員70人）。家だけでなく国の
宝をあづかる傑慢さんたちの使南は重いし苦労も大きい。園児
よ健やかに伸びよ＝（保育所にはいる手続きは上玉王諜紹往コ噂）で
受けつけます）

レ
コ
ー
ド
・

コ
ン
サ
ー
ト

町
百
協
音
楽
グ
ル
ー
プ
は
、
レ
コ
ー
ド

・
コ
ン
サ
ー
ト
を
六
月
士
ハ
日
午
後
七

時
か
ら
町
民
会
館
二
階
で
開
ら
く
こ
と

を
決
め
、
青
菜
愛
好
者
の
多
数
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

演
劇
グ
ル
ー
プ
を
結
成

五
月
三
〇
日
の
町
暫
協
迷
宮
賀
会
で

は
、
演
劇
グ
ル
ー
プ
（
責
任
者
大
下
畳

史
君
）
を
再
び
栢
成
し
、
男
女
タ
レ
ン

ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

葬
儀
香
典
返
し
を
杜
協
へ
寄
附

灘
崎
与
さ
ん
（
吉
田
ｌ
一
）
か
ら
亡
母
ツ

ル
さ
ん
の
、
安
部
源
三
郎
さ
ん
項
末

）
か
ら
亡
貯
キ
ク
さ
ん
の
、
川
野
寿
さ

ん
（
古
田
区
）
か
ら
亡
父
久
太
郎
さ
ん

の
葬
儀
香
典
返
し
と
し
て
、
当
町
社
会

欄
枇
協
雑
会
に
そ
れ
ぞ
れ
こ
雷
附
下
さ

い
ま
し
た
。

明
る
い
生
活
は

易
保
険
で

郵
政
省
で
は
［
ハ
今
金
国
い
っ
せ
い
に
闇

以
保
険
の
新
加
入
運
動
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
簡
易
保
険
の
契
約
高
が

あ
な
た
が
た
の
こ
協
力
に
よ
っ
て
本
年

甲
に
二
兆
日
と
い
う
大
き
な
数
字
に
な

る
見
込
み
で
す
の
で
、
こ
れ
を
記
念
し

て
さ
ら
に
全
家
庭
に
こ
加
入
を
す
す

め
、
保
険
で
明
る
い
仕
膚
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
大
蔵
省
や
貯
蓄
楢
強
中
央

委
員
会
の
協
鷲
と
各
都
遭
府
県
の
協
力

を
え
て
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

月
掛
で
・
簡
単
で
・
ど
こ
で
も

租
易
保
険
は
こ
諌
和
の
よ
う
に
国
が
経

営
し
て
い
る
保
険
で
あ
り
ま
す
。
保
険

料
は
月
拙
け
で
ど
ん
な
辺
ひ
な
と
こ
ろ

で
も
郵
他
局
か
ら
集
金
に
行
き
ま
す

し
、
申
し
込
み
も
医
者
の
診
断
が
な
く

て
簡
単
に
加
入
で
き
ま
す
。

最
近
は
万
一
の
場
合
の
そ
な
え
ば
か
り

で
な
く
将
来
の
生
酒
設
計
の
一
つ
と
し

て
広
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

簡
易
保
険
は
こ
う
役
立
っ

た
と
え
ば
、
退
職
後
老
後
の
生
活
を
願

か
に
す
る
と
か
、
か
わ
い
い
子
と
も
さ

ん
の
将
米
の
堂
由
の
準
僻
の
た
め
と

か
、
晴
れ
の
結
婚
の
た
め
の
資
金
の
準

備
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

閤
易
保
険
は
こ
れ
ら
の
目
的
を
み
た
す

ば
か
り
で
な
く
、
万
一
の
災
害
に
対
し

て
は
契
約
金
の
二
倍
の
保
険
金
を
支
払

っ
て
い
ま
す
。

団
体
加
入
で
婦
人
会
館
な
ど
を

十
五
人
以
上
の
加
入
者
が
剛
体
を
つ
く

っ
て
保
険
料
を
払
い
込
ま
れ
ま
す
と
月

々
の
保
険
料
の
う
ち
か
ら
劉
引
き
を
し

ま
す
。
ま
た
そ
の
団
体
の
み
ん
な
の
た

め
に
た
と
え
ば
婦
人
会
で
婦
人
会
館
を

つ
く
る
と
か
、
應
村
で
三
輪
車
や
應
清

畠
を
出
入
し
ょ
う
と
い
う
よ
う
な
時
に

は
そ
の
資
愈
萎
い
利
息
で
こ
用
立
て

す
る
と
か
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん
の
た

め
に
い
ろ
い
ろ
と
便
利
を
は
か
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
み
な
さ
ん
の
健
警
お
守
り
し
て

少
し
で
も
長
生
き
し
て
い
た
だ
く
た
め

全
国
の
王
要
都
市
に
診
蛸
所
を
設
け
、

農
山
扱
村
に
は
珍
娘
車
を
目
し
て
健
康

相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
又
老
後
を

明
る
く
楽
し
く
過
し
て
い
た
だ
く
た
め

別
府
、
熱
海
、
小
樽
に
は
較
蝉
な
加
入

者
ホ
ー
ム
を
作
っ
て
多
く
の
万
力
に
利

用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
（
折
尾

郵
使
局
か
ら
）

住
民
登
録
は
、
会
社
や
自
動
車
の
迎
転

免
許
申
輿
交
付
な
ど
の
多
く
に
利
用

さ
れ
だ
し
ま
し
た
。
も
し
、
住
民
登
録

を
し
て
い
な
い
と
、
こ
う
し
た
申
請
な

▼
住
民
登
録
の
証
明
賓
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
証
明
讃
を
も
う
つ
ま
え
に

ど
こ
に
、
次
の
ど
の
証
明
賓
を
提
出

し
た
ら
よ
い
か
を
も
う
一
度
確
か
め

て
下
さ
い
。
そ
う
し
な
い
と
二
度
足

を
ふ
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

六
月
中
に
手
続
き
を

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に

こ
と
し
の
五
月
以
降
支
給
さ
れ
る
福
祉

咋
金
は
、
こ
と
し
の
六
月
中
に
所
得
状

況
届
と
年
金
証
書
を
だ
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
だ
年
金
を
受
け
と
っ
て

い
な
い
万
は
早
く
指
定
の
郵
便
局
で
年

金
を
受
け
販
っ
て
、
民
生
係
（
窓
口
は

㊥
）
で
芋
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

も
し
、
こ
の
届
け
出
が
な
い
と
き
は
、

次
か
ら
の
年
金
が
も
ら
え
ま
せ
ん
。

な
お
、
三
十
四
年
中
の
扶
羨
霧
者
の

所
綿
税
額
が
次
の
額
を
超
え
る
と
支
給

停
止
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

扶
養
鶉
覇
者
の
所

得
税
法
に
睨
憲
す

る
頼
議
玩
族
の
数
　
所
得
税
朝

一
人
　
　
一
九
、
二
〔
5
円

二
人
　
　
一
八
、
六
〇
〇
円

三
人
　
　
一
八
、
（
＝
×
＝
5
円

四
人
　
　
　
〓
ハ
、
五
（
8
円

五
人
以
上
　
一
四
、
七
〇
〇
円

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

農
業
経
営
を
豊
か
に
す
る

金

ぐ

り

の

い

収
入
を
ふ
や
し
、
蒸
ら
し
を
豊
か
に
す

る
尤
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
牌
業
経
営

を
近
代
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

つ
ま
り
土
地
を
買
い
入
れ
て
経
常
硯
幌

を
ひ
ろ
げ
た
り
、
土
地
改
良
や
解
牌
怪

常
や
機
械
化
な
ど
を
や
っ
て
生
産
力
を

高
め
、
生
産
径
輿
を
切
り
下
げ
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
資

金
が
い
り
ま
す
。
園
や
県
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
資
金
を
用
意
し
て
、
鹿
家
の
経

常
合
理
化
を
助
け
る
よ
う
っ
と
め
て
い

ま
す
。

た
と
え
ば
、
農
業
改
良
資
金
を
は
じ
め

と
し
て
、
腱
業
裾
興
対
策
車
賽
資
金
、

自
作
農
維
持
創
設
資
金
、
あ
る
い
は
畜

鹿
家
創
設
事
業
資
金
、
農
林
漁
業
資
金

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
十
一
碩
粕
の
資
金
が
あ

っ
て
、
鹿
家
の
金
ぐ
り
を
楽
に
す
る
よ

う
孝
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
い
こ

と
は
役
場
経
済
課
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

今
増
は
「
農
業
改
良
資
金
」
に
つ
い
て

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

昭
和
引
年
に
農
業
改
良
資
金
助
成
法
と

い
う
法
律
が
定
め
ら
れ
県
で
は
そ
の
た

め
の
爛
緒
を
作
っ
て
資
金
の
貸
付
け
を

や
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
農
業
改
良
資
金

に
は
二
通
り
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
農
家

が
新
ら
し
い
技
術
を
導
入
し
て
虚
業
綴

ろ

い

ろ

皆
を
改
善
す
る
た
め
の
技
術
導
入
資
金

で
す
。

こ
れ
は
、
県
か
ら
直
積
農
家
に
対
し
て

姉
利
子
で
貸
付
け
る
も
の
で
、
貸
付
期

間
は
碩
類
に
よ
っ
て
一
年
か
ら
三
年
以

内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
㍉
苗
代
改
革
や
水
稲
の
早
期

栽
培
や
な
た
ね
の
共
同
育
酋
園
な
ど
に

必
要
な
賢
材
を
賃
い
入
れ
る
資
金
、
酸

性
土
幾
の
改
艮
や
園
芸
ビ
ニ
ー
ル
に
必

要
な
資
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

次
に
、
農
業
施
設
を
改
艮
し
た
り
㍉
遭

っ
た
り
、
賀
い
入
れ
た
り
す
る
た
め
に

必
要
な
施
教
範
金
で
す
が
、
こ
れ
は
農

協
を
通
じ
て
年
五
分
か
ら
七
分
五
魔
の

利
子
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

35年国勢調査の

宣伝ポスターを募集

総理府統言十局では、ことしの10月1日に行な
われる「国勢調査」にあなた方全国民の協力
をお願いする畳伝閂ポスターを？欠の要領で革
集しております。

〔
応
募
要
領
〕

☆
「
国
醜
剃
直
」
の
意
味
を
表
わ
す
独

創
性
の
あ
る
も
の

☆
規
格
ほ
お
2
　
（
巴
的
ル
ｄ
 
Ｘ
記
恥

小
三
ま
た
は
Ａ
2
（
畠
Ｑ
ル
已

×
訟
道
川
Ｊ
こ
　
の
圃
用
紙
を
つ
か

っ
て
三
色
以
内
の
こ
と

☆
原
図
に
は
「
昭
和
三
十
五
年
」
　
「
十

月
一
日
」
　
「
国
勢
調
査
」
　
「
総
理
冊

統
計
局
」
の
文
字
を
必
ず
い
れ
る
こ

と
（
数
字
は
算
用
数
字
で
も
よ
い
）

〔
賞
金
及
び
備
品
〕

☆
一
般
の
都
＝
一
等
一
名
五
万
円
、
二

等
一
名
二
万
円
二
二
型
二
名
各
五
千

円

☆
小
・
中
・
高
校
生
の
部
“
ｌ
笥
一
名

自
転
車
ま
た
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ

ジ
オ
、
二
等
二
名
腕
時
計
ま
た
は
ポ

ー
タ
ブ
ル
ラ
ジ
オ
二
二
等
三
名
園
用

品
セ
ッ
ト
ま
た
は
ア
ル
バ
ム
、
佳
作

十
名
に
記
念
品

〔
締
切
〕

昭
和
三
十
五
空
ハ
月
十
五
日
（
当
日

の
消
印
が
あ
る
も
の
は
有
効
）

〔
発
表
〕

昭
和
三
十
五
年
七
月
十
一
日
の
朝
日

毎
日
、
重
犯
新
聞
の
朝
刊
紙
上
に
発

表
す
る
と
と
も
に
入
選
者
に
通
知
し

ま
す
。

〔
送
り
先
〕

東
京
都
（
牛
込
局
区
内
）
新
宿
区
若

松
町
九
五
総
理
府
統
新
局

〔
そ
の
他
〕

入
垣
根
図
の
著
作
権
は
総
理
府
統
計

局
に
帰
属
し
、
応
募
原
閑
は
返
釦
し

な
い
。
応
ギ
者
の
住
所
、
氏
名
は
原

図
要
画
に
配
人
の
こ
と
。
な
お
、
小

申
・
高
校
生
の
場
合
は
在
学
疲
名
も

記
入
の
こ
と
。

ど
に
撃
つ
住
民
登
録
の
牌
本
、

抄
本
が
も
ら
え
ま
せ
ん
。
急
ぐ

と
き
に
は
凶
っ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
就
職
も

自
動
嶽
運
転
免
許
も
ダ
メ
に
な

る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

住
所
を
変
っ
て
手
続
き
を
し
て

い
な
い
と
前
の
住
所
の
ま
ま
の

勝
本
や
抄
本
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
や
証
明
の
和
類
は
次
の

と
お
り
で
す
。

ｌ

手

洗

き

は

〕

▼
転
入
や
転
出
の
と
き
に
は
、

異
動
証
明
書
（
駐
在
員
の
充

住所が変ったら窓口㊥に

塑
琶
善
を
忘
れ
な
く
）
を
も
っ
て

十
四
日
以
内
に
住
民
礫
（
窓
口
⑧
）

で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

▼
町
内
弾
劾
の
と
き
も
転
尉
届
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
　
0
住
民
登
録
謄
本
（
台

帳
に
登
載
さ
れ
て
い
る
人

会
見
を
轟
き
ま
す
）

⑳
住
民
登
録
除
籍
謄

本
（
動
に
同
じ
）

の
住
民
登
録
抄
本
　
（
交

付
を
請
求
さ
れ
る
人
だ
け

を
賓
き
ま
す
）

0
居
住
証
明
書
　
（
⑧
に

同
じ
）

ｅ
住
民
登
録
記
載
事

項
証
明
書
（
⑧
に
同
じ

）⑳
住
民
登
録
除
線
抄

（
⑧
に
同
じ
）

の
そ
の
他
の
証
明
　
（
⑧
に
同
じ
）

◇
　
　
◇
　
　
◇

＿

夏
の
健
康
は

じ
ょ
う
ず
な
手
洗
ら
い
か
ら

▼
じ
ょ
う
ず
な
手
洗
ら
い
は
？
ま
ず
芋

を
よ
く
ぬ
ら
す
“
石
け
ん
を
つ
け
て

あ
わ
立
ち
を
よ
く
す
る
日
て
の
ひ
ら

を
よ
く
こ
す
る
“
指
の
間
を
よ
く
こ

す
る
迎
ナ
の
甲
を
よ
く
こ
す
る
≠
最

後
に
芋
首
を
よ
く
洗
う
＝
水
道
の
蛇

口
を
洗
ら
い
潤
し
て
せ
ん
を
し
め
る

＝
潤
瀬
な
芋
ぬ
ぐ
い
で
ふ
く
。

▼
手
を
洗
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

き
は
？
　
運
動
を
し
た
あ
と
、
開
使

の
あ
と
、
食
事
を
す
る
的
、
調
理
を

す
る
前
、
外
出
か
ら
帰
っ
て
き
た
と

き
な
ど
で
す
。
せ
っ
け
ん
を
つ
か
っ

て
、
流
水
で
洗
ら
う
と
パ
イ
園
か
よ

く
落
ち
ま
す
。
手
洗
ら
い
は
簡
単
な

よ
う
で
案
外
じ
ょ
う
ず
に
で
き
な
い

も
の
で
す
。
と
に
か
く
夏
の
健
康
は

じ
ょ
う
ず
な
手
洗
ら
い
か
ら
。

テ
リ
ー
地
震
に
よ
る
津
波

被
災
地
へ
の
見
舞
金
晶
を

募
集
し
ま
す

太
平
洋
附
欝
を
襲
っ
た
津
波
は
伊
勢
湾

台
風
の
被
害
を
上
ま
わ
る
ほ
ど
大
き
い

と
い
わ
れ
ま
す
。

当
町
杜
会
桶
祉
協
議
会
は
、
見
舞
金
晶

を
贈
の
∴
被
災
地
の
人
た
ち
の
割
姓
に

少
し
で
も
足
し
に
し
て
い
た
だ
こ
う
と

決
め
ま
し
た
。

受
付
は
六
月
二
十
日
ま
で
で
、
振
り
扱

い
は
民
生
譲
（
額
ロ
⑧
）
で
や
り
ま

す
。
現
在
す
で
に
常
備
区
か
ら
衣
料
品

一
個
を
受
け
つ
け
ま
し
た
。

な
お
、
今
度
の
被
災
腰
へ
贈
る
見
緋
晶

の
貨
車
振
り
扱
い
は
、
次
の
と
お
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。誹

祀
軌
比
嘉
切

半
祖
二
被
災
地
の
咽
8
期
ｌ

憮
困
ｌ
隆
－
－
㌧
－
卵
胞

×××××××××××××××××××××

母と子のよい歯のコンクール

と　き　6月18日午後1時から午後3時まで

ところ　役場別館

×　賢　格　昭和30年中に生れた幼児とその母
×

××××××××××××××××××××××

未
加
入
青
年
会
に
働
ら
き
か
け
る

町
青
協
の
総
会

町
曹
年
団
体
協
議
会
は
五
月
二
十
二
日

町
民
会
館
で
三
十
五
年
度
総
会
を
開
催

し
、
「
広
い
立
場
か
ら
多
く
の
仲
間
を

つ
く
り
、
励
ま
し
と
友
情
の
中
で
、
動

労
青
年
の
誇
り
と
自
寛
を
燃
や
し
て
い

こ
う
…
…
だ
か
ら
こ
そ
未
加
入
背
年
会

に
は
移
植
的
に
参
加
を
働
ら
き
か
け
、

未
組
織
地
区
に
は
全
力
を
注
い
で
組
織

づ
く
り
を
撰
肋
す
る
」
と
活
動
基
本
方

針
を
決
め
ま
し
た
。

（
新
役
員
）

会
　
長
　
田
中
栄
二
郎
（
梅
木
区
）

蓉
務
局
長
　
藤
崎
　
英
文
（
吉
田
二
）

文
化
部
長
　
大
下
　
費
史
（
　
ク
　
）

組
細
部
長
　
間
島
　
搬
（
高
尾
区
）

体
育
部
長
　
宵
崎
　
庶
（
古
賀
区
）

な
お
、
本
田
猷
君
（
苫
田
一
）
を
功
労

者
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

【
写
真
は
酉
協
総
会
風
致
】

婦
人
学
級
の
推
進
を

町
婦
人
会
の
総
会

町
婦
人
会
は
五
月
一
日
に
総
会
を
開
ら

い
て
「
婦
人
学
級
」
を
強
力
に
把
週
す

る
こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

こ
の
婦
人
学
級
は
、
電
気
韓
員
の
使
用

法
や
子
供
の
教
育
、
料
輿
町
政
な
ど

婦
人
生
治
の
身
近
な
も
の
を
、
話
し
合

い
研
究
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
、

こ
と
し
は
各
地
区
に
場
所
を
移
動
し
て

や
る
そ
う
で
す
。

（
斬
役
艮
）

会
　
長
　
小
林
　
慣
子
（
伊
佐
曜
）

副
会
長
　
宮
脇
　
敏
子
（
書
輿
一
）

ク
　
澗
水
桐
美
子
（
頃
　
未
）

弱体化は当　らない

今年も期待できる（日炭高松）

「真夏の球宴」といわれる第引回選抜都市対抗野球は
6月22日から25日まで小魚球場で開催される北九地区
第1次予選庖皮切りに球趣を成り上げるでしょう。
では、脾夏の都市対抗に北九代表として出場した、わ
が4く巻町の「日成高松」の戦力は一体どうなんでしょ
うか†　喝、柿′本投手のプロ入団リードオフマンの八
浪王将の退郡によって弱体化の声があるが果してそう
なのか？　そのノ答を聞いてみました。

現
在
ま
で
の
勝
率

は
十
二
勝
十
枚
。

シ
ー
ズ
ン
開
け
か

ら
四
月
ま
で
は
投

打
の
バ
ラ
ン
ス
が

鞋
わ
な
い
で
負
け

越
し
た
が
、
五
月

に
は
い
っ
て
か
ら

熊
谷
組
、
日
鉄
二

瀬
、
東
洋
紡
岩
国

な
ど
都
市
対
抗
出

場
メ
ン
バ
ー
を
連

破
し
て
チ
ー
ム
力

は
上
昇
機
運
に
あ

る
。

期
待
の
打
線
も
二

型
ハ
分
で
尻
上
り

の
好
調
を
し
め
し

ホ
ー
ム
ラ
ン
数
十
九
本
と
、
一
試
合
一

本
の
制
で
打
っ
て
お
り
、
猛
打
高
松
の

名
を
恥
か
し
め
て
い
な
い
。

闇
現
は
投
手
陣
で
あ
る
が
、
期
待
の
古

城
、
荒
木
は
制
球
に
難
が
あ
の
∴
好
不

調
の
波
が
は
げ
し
い
が
陰
火
に
調
子
を

あ
げ
て
お
り
、
末
武
も
頭
角
を
あ
ら
わ

し
重
い
選
球
を
駆
使
し
て
五
勝
一
敗
と

伸
び
て
い
る
。
ま
た
、
老
巧
大
神
も
健

在
で
あ
の
∴
サ
ウ
ス
ポ
ー
勝
木
が
伏
兵

的
存
在
で
ス
ピ
ー
ド
が
つ
け
ば
面
白

い
。
す
る
と
、
竜
、
柿
木
の
抜
け
た
穴

を
埋
め
る
に
は
至
ら
な
い
が
、
調
子
次

第
で
は
刀
投
も
で
き
る
し
継
投
策
で
切

り
抜
け
ら
れ
よ
う
。

要
は
、
深
見
濫
皆
の
釆
配
と
勝
負
度
胸

が
大
き
く
も
の
を
い
い
、
火
を
吹
く
集

中
攻
撃
に
今
叶
も
大
き
な
期
待
が
よ
せ

ら
れ
て
い
る
。

深
見
監
督
の
は
な
し

「
勝
負
の
世
界
に
通
う
も
の
の
強
味

と
、
追
わ
れ
る
も
の
の
立
場
、
こ
れ
が

い
ま
の
‖
炭
廟
松
で
す
。

昨
夏
の
都
市
対
抗
に
出
場
し
て
、
選
手

も
白
檀
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
間
鴨
は

郡
市
対
抗
ま
で
に
選
手
の
刺
子
を
も
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
現
在
の
と

こ
ろ
、
投
打
と
も
実
力
を
備
え
て
い
る

の
で
、
昨
芋
に
劣
ら
な
い
成
績
を
あ
げ

た
い
と
思
い
ま
す
」

第

2

回

広
告
ク
イ
ズ
募
集

▽
応
登
苗

1
ハ
ガ
年
で
応
葬
の
こ
と

2
締
切
り
蛙
ハ
月
十
五
日
（
当
日
の
消

印
が
あ
る
も
の
は
有
勅
）

3
あ
て
先
は
、
栂
塀
総
横
諜
庶
務
係

▽
正
解
者
五
名
の
万
に
机
品
を
差
し
上

げ
ま
す
。
正
解
者
多
数
の
と
き
は
抑
せ

ん
で
五
名
の
方
を
決
め
ま
す
。

▼
間
組
＝
次
の
文
章
の
口
に
涌
当
な
字

句
を
い
れ
て
下
さ
い
。

【
水
巻
町
潮
見
□
用
試
懐
の
受
付
締
切

は
∠
Ｕ
月
口
日
ま
で
で
、
母
と
子
の
よ
い

口
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
‘
Ｕ
月
□
目
で
す
。

ま
た
、
欄
枇
口
金
の
所
得
状
況
届
を
□

月
巾
に
手
続
き
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
】

（
ヒ
ン
ト
）
　
カ
ギ
は
広
報
エ
バ
四
日

に
．

生
活
資
金
の
貸
し
出
し
期
間

‘
Ｕ
月
分
か
ら
の
生
活
資
金
袋
し
出
し
は

「
5
日
か
ら
Ｂ
Ｈ
ま
で
」
に
決
ま
り
ま

し
た
。
し
か
し
5
日
が
日
曜
の
と
き
は

6
日
か
ら
、
Ｂ
日
が
〓
臓
の
と
き
は
川

口
ま
で
と
し
ま
す
。
期
間
外
は
受
け
つ

け
ま
せ
ん
。

広
報
ク
イ
ズ
（
第
一

〔
正
し
い
答
〕

【
今
年
度
の
水
巻
町
の
予
輝
線
鍼
は
、

一
旧
四
千
万
円
で
、
全
く
財
布
の
底
を

は
た
い
た
状
態
で
す
。
し
か
し
、
楢
税

を
し
な
く
て
仕
民
の
相
祉
の
た
め
に
と

私
は
企
図
し
ま
し
た
と
町
長
は
財
政
の

基
本
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
】

回
）
の
入
選
者
発
表

〔
入
選
者
〕

正
聯
者
多
数
の
巾
か
ら
拙
せ
ん
の
桁
栗

次
の
方
を
入
選
者
と
し
ま
し
た
。

野
巾
淑
子
（
片
山
区
）
鴫
華
一
（
古

賀
区
）
飯
悶
洋
子
（
鯛
Ｕ
墜
岩
下

博
子
（
宮
田
陳
）
渡
辺
武
（
梅
木
区

）


